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1早稲田大学量子技術社会実装拠点設立シンポジウム,2024年3月12日@リサーチイノベーションセンターコマツホール
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Waseda University 3

太陽光電力で動作する情報機器

リアルタイムMPEG2デコードを、8コアホモジニアス
マルチコアRP2上で、消費電力1/4に削減

太陽電池で駆動可

電力制御無し
平均電力
5.73 [W]

電力制御有
平均電力
1.52 [W]

電力を
ソフトで
1/4に
削減

電力制御無し

周波数/電圧・電源遮断制御

省電力分

7

6

5

4

3

2

1

0

（W）

世界唯一の差別化技術

コンピュータの消費電力をHW&SW協調で低減。電源喪失時でも動作することが可能。
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http://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/honkaigi/74index.html 1985年よりコンパイラ（ソフト）

・アーキテクチャ（ハード）協調
設計マルチプロセッサの研究

総合科学技術会議（平成20年4月10日）での
NEDOリアルタイム情報家電用マルチコアチップ（笠原リーダー） ・デモの様子

2008年
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IEEE Computer Society

IEEE754, 
802

The first President from outside North America in 72 years history of IEEE CS
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https://quantum.ieee.org/
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OSCARコンパイラの世界唯一技術

1.マルチグレイン並列化（全ての並列性を利用）

 粗粒度タスク並列化、ループ並列化、近細
粒度並列化によりプログラム全域の並列性
を利用するマルチグレイン並列化機能によ
り、従来の命令レベル並列性より大きな並
列性を抽出し、複数マルチコアで速度向上

2.プログラム全域にわたるメモリ利用最適化

 コンパイラによるローカルメモリへのデータ
分割配置、DMAコントローラによるタスク実

行とオーバーラップしたデータ転送によりメ
モリアクセス・データ転送オーバーヘッド最
小化

3.プロセッサ・メモリ・ネットワーク等の停止・動
作速度制御による自動省エネ

 コンパイラによる低消費電力制御機能を用
いたアプリケーション内でのきめ細かい周
波数・電圧制御・電源遮断により消費電力
低減

世界をリードするマルチコア用コンパイラ技術
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アドバンストマルチコアプロセッサ研究所における組合せ最適化に関する研究
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